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よ
い
環
一
境
で
健
康
な
生
活

口
日
か
ら

替

に

大

掃

除

だよ

冬
を
越
し
て
、
こ
れ
か
ら
繁
殖
期
L
入
ろ
う
と
す
る
「
蚊
」
や
「
は
え
」
の
発
空
源
を
除

き
「
ね
ず
み
」
を
駆
除
し
て
環
境
衛
生
を
よ
く
し
、
健
民
'r
」
明
朗
快
適
な
庄
活
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、

春
の
大
掃
除
を
行
い
ま
す
の
で
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

大村市政

実

施

要

領

四

月

↑

七

日

か

ら

二

十

三

日
ま
で

①
「
ね
ず
み
」
を
退
治
す
る
。
ま

た
「
ね
ず
み
」
の
巣
場
所
に
な
り

や
す
い
場
所
(
押
入
、
物
置
、
倉

庫
)
な
ど
は
、
十
分
掃
除
し
て
、

か
じ
り
穴
な
ど
は
閉
鎖
す
る
。

②
小
川
、
溝
の
掃
除
、
汚
水
の
流

通
を
促
進
し
て
不
用
水
溜
を
除
去

す
る
u

①
道
路
は
掃
除
し
て
清
潔
を
保
持

す
る
L

④
便
所
の
汲
取
口
、
肥
料
溜
の
フ

タ
を
点
検
し
て
完
備
す
る
。

⑤
出
所
の
汲
取
口
、
ご
み
箱
、
畜
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舎
、
堆
肥
舎
周
辺
な
ど
の
「
さ
な

ぎ
」
を
駆
除
す
る
。

⑤
ご
み
箱
の
破
損
箇
所
は
修
理
す

る
と
と
も
に
、
完
全
な
フ
タ
を
す

る。⑦
親
「
は
え
」
は
徹
底
的
に
駆
除

(
薬
剤
、
は
え
叩
き
な
ど
で
)
す

る
。

@

「
蚊
」

の
成
虫
が
越
冬
し
て
い

る
納
屋
や
物
置
、
畜
舎
な
ど
の
す

み、

吉
井
戸
、
防
空
壕
な
ど
に
は

殺
虫
剤
を
ま
く
。

①
手
洗
器
を
完
備
す
る
。

四
月
F

一
十

四

日

か

ら

三

寸
日

ま

で

海
臼
一
音
楽
隊
M
-
M
い
民
一訟
〈

間
経
過
広
告
物
の
撤
去
。
一
は
、
木
炭
の
あ
き
使
、
古
か
ま
す
一十
円
五
下
を
除
く
』
に
分
か
れ
て

@
じ
ん
芥
搬
出
区
域
内
で
大
掃
除
一
な
ど
に
入
れ
て
ゴ
ミ
箱
の
所
に
ま
一
い
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に

の
た
め
多
量
に
出
た
ゴ
ミ
、
空
瓶
一
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
長
崎
県
弓
道
舟
盟
で
は
次
の
と
お

や
空
缶
、
せ
と
も
の
か

げ

ら

な

ど

一

(

保
険
衛
星
課
)
一
@
納
期
前
に
そ
の
税
金
を
前
納
す
一
り
弓
道
昇
段
試
験
を
行
い
ま
す
。

れ
ば
報
償
金
交
付
の
恩
典
が
あ
り
一
ム
日
時
四
月
二
十
七
日
(
日
)

ま

す

。

一

午

前

十

時

固

定

資

産

税

の

納

期

一
ム
場
所
市
営
弓
道
場

一
ム
審
賓
段
位
四
段
ま
で

四
月
十
五
日
か
ら
同

一ム
審
査
員
森
田
範
士
、
清
田
教

月

三

十

日

ま

で

一

十

ほ

か

六
月
十
五
日
か
ら
同
一

ム
申
込

四
月
二
十
二
日
ま
で
富

月
三
十
日
ま
で
一
松
神
社
内
久
田
松
四
郎
衛
あ
て

八
月
十
五
日
か
ら
同

一

(大
村
弓
道
協
会
)

月
三
十
一
日
ま
で
一

l

i

l

i
-
-
-

士

一月
十
五
日
か
ら
一

寝

る

隔

に

問
月
二
十
八
日
ま
で

一

火

元

を

見

ま

わ

り

(

税

務

課

)

一

バ

ケ

ツ

に

水

を
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第第第第
四三二一
期期期期

お
年
度
。
徴
税
令
書
乞
発
行

て
、
採
光
と
換
気
を
十
分
に
し
畳

を
日
光
消
毒
す
る
。

O
昭
和
三
十
三
年
度
分
か
ら
年
税

②
床
下
は
換
気
を
十
分
に
し
、
湿

額
三
由
九
十
円
以
下
の
固
定
資
産
一
納
期
前
の
納
付
に

気
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
、
石
灰
ま
税
に
対
し
て
は
全
額
第

一
期
に
お
一

一

報

償

金

た

は

土

砂

を

ま

く

。

い

て

納

付

す

る

こ
と
に
な

り

し

一

①
屋
外
広
告
物
の
美
化
整
理
、
期

た
の
で
、
特
に
該
当
者
の
ど
協
力
一

@
納
期
は
四
期

(年
税
額
三
百
九

コ
一才
か
ら
六
十
才
ま
で
全
員

16日から

腸パ
一
フ

チ

ブ

の

予

防

接

種

腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
プ
ス
の
予
防
一
月
)
か
ら
六
十
才
ま
で
の
者
(
一

ム
接
種

ωで
き
な
い
者

接
櫨
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

一
初
め
て
接
種
す
る
者
は
一

週
間
一
長
期
病
人
、
有
熱
者
、
妊
産
婦

か
ら
、
該
当
者
は
も
れ
な
く
援
組一

お
き
に
二
回
接
種
)

一
(
妊
娠
六
カ
月
ま
で
の
妊
婦
を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

た

だ

し

学

校

教

職

員

、
生
徒
は
一
除
/
¥
)

①
家
屋
内
外
を
く
ま
な
く
掃
除
し
一
ム
該
当
者
三
才

(生
後
三
十
六
カ
一
別
に
乎
校
で
実
施
す
る
。

一ム
注
射
料
金

一
人
当
り
一
回
五
円

海
ム
自
衛
隊
位
凶
仇
地
方
総
監
部
音
来
協
は
大
和J
桜
ま
つ

U
に
抗
ル
と
お
り
参
加
す
る
。

ふ
四
月
十
二
日
午
前
寸
一
時

1
正
午
大
村
駅
か
ら
大
村
公
盟
ま
て
笹
百
行
定
、
正
斗
1
午
径

一
時

大
村
神
紅
で
混
長
、
午
後
六
時

i
七
時
本
町
二
丁
目
昨
暁
釘
古
て
演
奏
乙
四
月
十
三
日

正

斗
1
4後
一
時
大
付
神
社
で
情
奏
、
午
併
六
時
i
七
時
由
要
舞
台
で
前
突

(平
定
」

(

府

知
諜
)

ス

弓
、、
七
人
昇
段
試
験

腸
.
パ
ラ
チ
ブ
ス
予
防
接
種
実
施
予
定
日

場

施

日

実

所

月

実
施
時
間
は;
午
後

時
ヵ、
ら
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療

所

鈴

田

出

長

所

中

央

公

民

舘

市

役

所

(

衛
生
課
〉

池

田

敬

老

院

市

立

病

院

竹

松

出

張

所
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福
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(ニ〉

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

幻
日

火

鈴

回

出
張
所

3

1
く

萱

源
グ

Z
E

E刀
黒

木
小
学
校

別
日

木

竹

松
出
張
所

お
日

金

松
原

グ

お
日

土

福

重

グ

m
A

日

月

大

村

保

健
所
一

グ

初

日

氷
山
大
村
出
張
所

一

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で

(保
険
衛
生
課
)

ググ

れ
日
か
ら
・
お
忘
れ
な
く

本
年
度
犬
の
登
録
と
春
季

(
第
二

め
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て

回
)
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
一
く
だ
さ
い
。

一

な
お
注
射
終
了
後
、
違
反
犬
は
捕

程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で、

釘一

D

一獲
さ
れ
ま
す。

育
者
は
、
洩
れ
な
く
登
録
の
上
、
一
コ一

ム

犬
の
登
録
と
注
射
日
程

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一

月
日

曜
日

実
胞
場
所

ム
料
金
登
録
料
三
百
円

(毎
年
一

4
月
幻
日

月

三

浦
出
張
所

度
理
新
)、

予
防
注
射
手
数
料
百

四
十
円
、
計
四
丙
四
十
円

ム
注
意

①
犬
は
必
ず
鎖
か
丈
夫
な
紐
で
引

い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

(第170号〉り大村市政だよ

市
民
課
と
保
険
荷

生
課
が
入
れ
替
り

三
月
二
十
九
日
か
ら
甫
役
所
の
市

民
課
と
保
険
衛
生
課
が
別
図
の
よ

う
に
入
れ
替
り
、
福
祉
事
務
所
の

一
部
が
変
り
ま
し
た
。
(
庶
務
課
)
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t呆

定

ググググ

新
国
道
に
花
の
ト
ン
ネ
ル

楼
並
木
六
百
鈴
本
を
植
付

‘「
J

一
1
…
市
で
は
四
月
上
旬
国
道
一
ん
方
が
よ
く
か
わ
い
が
っ
て
育
て

一
一
三
十
四
号
線
大
村
駅
前
一
早
く
立
派
な
桜
並
木
に
成
長
し
て

"
;
…
通
り
品
川
岐
点
か
ら
桜
馬

一
大
村
の
新
名
所
と
な
る
よ
う
に
と

，
、
一
場
二
丁
目
ま
で
(
延
長
一
協
力
く
だ
さ
い
。
(
建
設
諜
)

1
レ
…
二
千
八
百
四
十
米
)
の
一れ
此

(写
真
は
国
道
の
桜
並
木
)

美

一

両

側
と

間
二
丁
目
か
ら
三

丁
目
ま
で
(
四
百

十
米
)
の
片
側
に

桜
六
百
四
十
二
本

を
植
え
、
き
れ
い

な
桜
並
木
が
で
き

あ
が
っ
た
。

こ
の
桜
は
商
工
会

議
所
、
そ
の
他

一

般
の
ご
協
力
に
よ

る
も
の
で
、
今
年

す
で
に
花
を
つ
け

た
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
今
弘
次
習
さ

競
艇
開
設
六
周
年

四
月
五
日
午
前
卜
時
か
ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
場
で
競
艇
開
設
六

周
年
記
念
式
典
を
行
い
、
引
つ
づ
去
し海
上
保
安
本
部
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
も
参
加
し
て
編
隊
航
走
で
そ
の
勇
姿
存
披
露
じ
た
。

写
真

(上
)
記
念
式
典
で
選
手
代
表
の
官
誓

(
下
)
編
隊
航
走
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

一
港
一
飛
行
場
へ
の
立
へ
禁
止

一
一知エ

一

一
一寸

…

小
型
機
近
く
発
着

三

・
亦

…
昨
佳
来
整
備
丁
寧
を

?ν
た
が
っ
て
ム
「
筏
発
着
機
が
あ
り

実
施
中
の
大
村
空
港
は
三
月
三
十

一ま
す
の
で
大
村
航
空
保
安
事
務
所

一
一
日
で
昭
和
三
十
三
年
度
工
事
を
-
に
お
い
て
あ
事
故
防
止
に
は
極
力

一終
了
し
ま
し
た
。
し
か
レ
定
期
航
一
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
引
、
市

-空
運
航
は
諸
般
の
準
備
の
都
合
で

一民
の
皆
さ
ん
も
飛
行
場
内
(
別
図

若
干
お
く
れ
ま
す
が
、
一
応
小
型

一参
照
)
に
立
入
ら
な
い
よ
う
と
協

機
程
度
の
使
用
に
は
差
支
え
な
い
一
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一の
で
使
用
が
許
可
に
な
り
ま
し
た
一
一
運
輸
省
大
村
航
空
保
安
事
務
所
一
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